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古紙回収による学校への図書寄贈活動と
ミニコミ紙発行

毎日民報西部販売センター 所長　長沢吉勝

実施期間

2000年～

実施地域

福島県郡山市内の販売区域内

活動概要

福島県郡山市の毎日民報西部

販売センター所長の長沢吉勝さ

んは、読者から回収した古新聞

によって得た利益に、販売所の

資金を加えて図書を購入し、区

域内の小学校を中心に年 2回程

度 3万円相当の図書を寄贈して

いる。

環境保護・リサイクル活動に

つながる古紙回収を通じて新聞

販売所としての社会的使命を果

たすとともに、リサイクルの重

要性を生徒が学ぶことができ、

多くの理解、感謝の言葉が寄せ

られている。

また、2005年から区域内の掲

載記事をまとめたミニコミ紙

「月刊西部」を毎月発行し、その

紙面上で贈呈報告を行うことで、

読者と販売所をつなぐ有効な媒

体として、長年親しまれている。

＊

長沢吉勝（ながさわ・よしかつ）

◉

◉

◉

寄贈された長澤文庫と報道記事■

古紙回収による学校への図書寄贈活動◎

ミニコミ紙発行◎

古紙回収作業を行
う販売店スタッフ

長沢所長（右から
3 番目）と販売店
スタッフ

郡山市立小山田小学校の長澤文庫

福島民報　2008年12月21日付

福島民報　2011年11月15日付

「月刊西部」編集会議

福島民報　2012年6月29日付

福島民報　2010年10月10日付

福島民報　2010年3月7日付

学校からの感謝状

月
刊
西
部　
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古紙回収による収益金と
販売所が出費した資金で図書購入
区域内の小学校へ寄贈
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障害者支援　古紙再生鉢事業

東奥会（東奥日報販売店主会）青森方
ほ う

部
ぶ

会
か い

実施期間

2003年7月～

実施地域

青森県内全域、青森市を中心

に

活動概要

東奥会青森方部会では、2003

年 7月から新聞古紙を再利用し

た鉢の製作を知的障害者更生施

設に委託し、施設利用者のリハ

ビリとエコ活動を目的とした

「古紙再生鉢活動」を実施してい

る。

機材（約 180万円）は販売店

側で購入し、施設に貸与してい

る。販売店側から必要な個数だ

け発注するため、施設側は販売

経路が確保され、収益事業にも

なっている。翌年からは古紙の

くずを使った靴の湿気取りなど

も製作している。

また、地区の子どもたちが施

設を訪問し、再生鉢作りの体験

学習を行うなど交流を深めてお

り、地域、新聞販売店、施設が

一つの輪でつながる活動となっ

ている。

＊

東奥会青森方部会＝青森地区にあ
る東奥日報系統の 13 店で組織。
佐々木公男（ささき・きみお）会長

◉

◉

◉

古紙再生鉢や湿気取りの配布■

地元中学生による靴の湿気取り作りの体験学習

体験学習の様子と参加者の感想■

【体験学習日　平成25年9月3日（火）】

青森市立北中学校2年　大石　凛（写真・左）
非常に良い体験をさせていただきました。環境問題で騒がれてい

るこの時代ですので、自然にリサイクルされることに感動しました。
思ったほど難しくもなく、集中するほど上手く出来ることが楽しく思
えました。

青森市立北中学校2年　大科　洸輔
新聞紙を再利用して鉢を作っていることは、自然を大切にしてい

るなと思いました。知的障害者更生施設の徳誠園のみなさんと作業
できて楽しかったです。

東
奥
日
報　
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古紙再生鉢

障害者施設利用者のリハビリを目的とした
古紙再生鉢などの製作を実施
地域交流に寄与
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ベルマーク運動による地域貢献活動

ASA相模原みなみ 所長　岩崎公則

実施期間

2005年4月～

実施地域

神奈川県 ASA相模原みなみ、

相模原中央、座間店のエリア内

活動概要

神奈川県相模原市の ASA相

模原みなみ所長の岩崎公則さん

は、読者からベルマークを預か

り、近隣の学校に届けるベルマ

ーク運動を展開している。

運動の理解・協力のため、

ASAスタッフによる口コミでの

呼びかけ、折り込みチラシ、ミ

ニコミ紙、店頭掲示物等での

PR活動を行うとともに、届け

た結果もミニコミ紙等に掲載し

ている。その結果、「ベルマーク

がたまったらASAへ」という流

れが浸透し、毎年約 10万点の

ベルマークを回収し、エリア内

の 13の幼稚園、小中学校に届

けている。

＊

岩崎公則（いわさき・きみのり）

◉

◉

◉

【みなみエリア】

東林小 毎年 3 回
寄贈

1 回当たり約
2 万点〜2 万
5 千点（年間
6万〜8万点）

くぬぎ台小 毎年 1 回
寄贈

約2万点

相模野小 毎年 1 回
寄贈

約2万点

相模が丘小 1〜2年に
1回寄贈

約1万5千点

鶴の台小 1〜2年に
1回寄贈

約1万5千点

上鶴間小 1〜2年に
1回寄贈

約1万5千点

【座間エリア】

座間小 毎年 1 回
寄贈

約2万点

入谷小 1〜2年に
1回寄贈

約2万点

座間中 1〜2年に
1回寄贈

約2万点

【中央エリア】

横山小 毎年 1 回
寄贈

約1万点

星が丘小 1〜2年に
1回寄贈

約1万点

陽光台小 1〜2年に
1回寄贈

約1万点

星が丘幼稚
園

1〜2年に
1回寄贈

約1万点

グループトータルで年間 13 万点以上は贈呈し
ている。

東林小学校へ寄贈

くぬぎ台小学校への寄贈（あさのポケット2011年8月14日号）

あさのポケット2006年7月9日号

あさのポケット2013年7月14日号

ベルマークの寄贈点数について■

ベルマーク回収を通して
読者と学校のパイプ役担う活動

折り込みチラシ
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下野市交通指導員として22年間
小学生の交通事故ゼロに貢献
読売センター南

みなみ

河
か わ

内
ち

所長　松本賢一

実施期間

1991年1月～

実施地域

栃木県下野市祇園小学校南側

横断歩道

活動概要

栃木県下野市の読売センター

南河内所長の松本賢一さんは、

地元の小学校が開校後 2年経過

しても交通指導員になる人がい

ない状況が続いたため、当時学

童野球の監督をしていたことか

ら、交通指導員を引き受けた。

以降 22年間、休まずに指導

員を継続し、交通事故ゼロに貢

献している。交通ルールを守る

子どもたちを育てるため、また

子どもたちが安全に安心して登

校できるよう、笑顔で見送って

いる。

＊

松本賢一（まつもと・けんいち）

◉

◉

◉

子どもからの感謝の手紙■

交通事故が起きないよう、毎日400人の子どもたちを見守る松本所長■

子どもたちの安全・安心を願い
交通事故から守る
地域見守り活動
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長野市内小学校・特別支援学校新1年生に
普通傷害保険を贈呈
信濃毎日新聞長野市店主会

実施期間

1980年から

実施地域

長野県長野市内の小学校 55

校、特別支援学校5校

活動概要

信濃毎日新聞長野市店主会で

は 1980年から毎年、長野市内

の小学校および特別支援学校の

新 1年生に普通傷害保険を贈呈

している。2013年は長野市内の

小学校 55校、特別支援学校 5

校の新 1年生 3,432人の保険料

約83万円を負担している。

長野市内の小学校新 1年生の

入学を祝い、健やかな成長と事

故のないことを強く願って始め

た活動で、児童の安心安全を願

う毎年恒例の継続事業として定

着している。長野県教育委員会

から、教育振興に寄与したとし

て感謝状が贈られるなど、県・

市教委をはじめ、多くの学校の

先生・保護者から感謝されてい

る。

＊

信濃毎日新聞長野市店主会＝長野
市内の信濃毎日新聞系統の14 販売
所の店主で組織。宇都宮武（うつ
のみや・たけし）会長

◉

◉

◉

平成25年6月11日

長野市内小学校・特別支援学校
新一年生に普通傷害保険を贈呈

信毎長野市店主会による長野市内小学校・特別
支援学校新一年生への「普通傷害保険」の贈呈は
1980年（昭和55年）より毎年贈呈し、本年で34
年目になります。平成 25 年 4月11日に長野県教
育委員会へ、4月15日に長野市教育委員会へ目録
を贈呈しました。

記

□対象者
長野市内の新一年生（60校＝小学校55校・特別
支援学校5校）
3432人（前年比－94人）

□趣旨
入学を祝い、健やかな成長と、事故などの防止を
願う。

□保険対象
24 時間担保の事故による死亡、後遺障害（学校
管理内外）

□保険金額
死亡　50万円
後遺障害　1，500円〜50万円
保険料　830,544円（3,432人分）＝長野市内14
の信毎販売店で負担

□信毎長野市店主会【会長：宇都宮武（篠ノ井 宇
都宮新聞店店主）】

長野市を販売区域に持つ販売店14店で構成

① 信毎販売センター
② 安茂里・小池新聞店
③ 松代・山崎新聞店
④ SAN青木島
⑤ 篠ノ井・中島新聞店
⑥ 篠ノ井・宇都宮新聞店
⑦ 更北・牧新聞店
⑧ 豊野・和田新聞店
⑨ 三才・和田新聞店
⑩ 牟礼・小林新聞店
⑪ 戸隠・和田新聞店
⑫ 柵・野池新聞店
⑬ 七二会・八代新聞店
⑭ 大岡・丸山新聞店

□年度別　保険料、人数一覧
年度 保険料　円 人数
8年 915,486円 3,783人
9年 874,346 3,613

10年 883,542 3,651
11年 874,104 3,612
12年 847,484 3,502
13年 914,034 3,777
14年 854,986 3,533
15年 895,884 3,702
16年 895,884 3,647
17年 916,696 3,788
18年 911,372 3,766
19年 899,756 3,718
20年 890,076 3,678
21年 898,546 3,713
22年 879,428 3,634
23年 847,726 3,503
24年 807,796 3,338
25年 830,544 3,432

□年度別保険対象事例
H8	 交通事故による死亡
H14	 交通事故による死亡

信毎長野市店主会保険贈呈事業の概要■

掲載記事■

長野県教育委員会からの感謝状

長野市民新聞　2013年4月18日付

信濃毎日新聞　2013年4月12日付

長野市民新聞
1998年4月25日付

信濃毎日新聞　1989年4月8日付

市内小学校入学を祝い
新1年生に普通傷害保険を贈呈


